
県が発注した工事での死傷災害（累計） 平成１４年８月末　

県内で発生した建設業の死傷災害（累計） 平成１４年８月末　

※宮城労働局統計　　

ヒヤリ・ハット が事故のもと

"現場の安全かわら版"は，建設工事現場で働く方々に災害防止に関する情報をお届けするものです
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現場で作業をしているとき，こんなことはありませんか？

　「足場の上でつまずいて転んだ」
　「つり荷が落ちそうになった」
　「重機の操作をまちがえた」
　・・・

こんな「ヒヤリ」としたり，「ハット」したりした体験をそのまま放って
おくと，いつか，だれかがケガをすることになりかねません。
ひとりひとりの「ヒヤリ」「ハット」体験を，事故防止に役立てましょう!!

どんなささいな「ヒヤリ」「ハット」でも，気軽に
話し合いましょう。
その体験をもとに，同じようなことが繰り返し起こ
らないよう，みんなで知恵を出し合って危険の芽を
取り除いていくことが大切です。

みんなのものに・・・

貴重な「ヒヤリ」「ハット」体験も，ひと晩寝ると
忘れてしまいがち・・・。
体が記憶しているその日のうちに，みんなに話した
り，メモをとっておきましょう。
毎日の作業を終えるときに話し合えるといいですね。

その日のうちに・・・

ハインリッヒの法則

１９３１年，アメリカのハインリッヒ
という人がたくさんの事故や災害を分
析して導き出した「災害比率の法則」
です。
１人の人間に同じようなミス，または
ミスをしかかったことが３３０回あっ
たとすると，ほとんどは「ヒヤリ」
「ハット」ですんでも，１０回に１回
は軽微な災害になり，３０回に１回は
重大な災害が発生する可能性があるこ
とを示しています。
重大な災害を防ぐためには，たくさん
の「ヒヤリ」「ハット」をなくしてい
くことが大切!!という教えなのですね。
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